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はじめに 色素増感太陽電池は作製が簡便、構成材料が安価などの理由から低コストであり、フ

レキシブルや色の多様性から様々な使用用途が考えられることから近年注目されている。色素増

感太陽電池は色素が光を吸収することによって発電することから、発電層の光吸収効率はその太

陽電池特性に影響を与える。酸化チタンナノ粒子膜からなる発電層に金属ナノ粒子を添加するこ

とで、金属ナノ粒子の持つ表面プラズモン効果により色素の吸収効率が向上することが知られ、

Au ナノ粒子や Ag ナノ粒子を添加することにより、変換効率が向上するが報告されている[1]。現

在、これらの粒子は生成時に有害な薬品を用いている。本研究では薬品の代わりに花の抽出液を

用いてこれらの金属粒子を生成する[2]ことで低環境負荷な金属ナノ粒子を作成し、これを添加し

た太陽電池の作成と特性の評価を行った。 

実験 色素増感太陽電池の作成には、ドクターブレード法を用いて行った。エタノールを溶媒と

して、二酸化チタンと金属ナノ粒子を均一に分散し、ペーストを作成した。FTO ガラス上にドク

ターブレードを用いて薄膜を作成し、450℃で焼結させた。焼結後、ルテニウム色素に浸漬させて

色素を吸着させた。Pt を蒸着したガラスを対極として酸化チタン膜との間に電解液を注入し、太

陽電池を作成した。 

結果 図に太陽電池特性の測定結果を示す。銀ナノ粒子を 2 wt%添加することで、短絡電流密度

および変換効率の向上が確認した。添加量することにより、色素の吸収効率が向上していること

が考えられる。詳細は当日発表する。 

 

図 1 太陽電池特性評価結果 
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